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橋本市域の治水対策について

・河道断面不足により流下能力が少なく、目標流量が流せない

・当地区は、近年引堤（平成元年度完成）や築堤（昭和63～

　平成2年度完成）が完成したばかりであり、引堤による河積確

　保は困難である

・当地区の流下能力を確保するためには、河道掘削が必要。



橋本市域の対策案の検討

掘削による
対策

引堤による
河積の確保

整備計画目標対応

橋本市域の対策案

代替案２

マウンド部（岩盤部）の除去

【前回提示案】
掘削

〔河積不足箇所の掘削〕

代替案１



【代替案２】引堤
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橋本橋

南海高野橋梁

49.4K

▼引堤
49.4K

引堤

▼事業費

工種
金額

（億円）
引堤 155

合計 155

引堤

昭和63年度
築堤完成

平成2年度
築堤完成 平成元年度

引堤完成



引堤の課題

・引堤に伴う地元合意形成

　　　　　　　　　　　　（過去に引堤を実施している）

・合意形成に時間を要し、事業期間が長くなる

・移転家屋が多く、事業費が高い

・将来、手戻りが生じる（新たな引堤が必要）

・近年に築堤工事が完了



【案】掘削
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49K

橋本橋 南海高野橋梁

▼掘削（土砂堆積部を掘削）

50.2K

掘削
（38万m3）

50.2K

▼事業費

工種
金額

（億円）
掘削 54

合計 54

▼掘削（高水敷部を掘削）

50.2K

掘削
（38万m3）



【代替案１】マウンド部（岩盤部）の除去
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49K

橋本橋 南海高野橋梁

マウンド部（岩盤部）
の除去（5万m3）

▼事業費

工種
金額

（億円）
ﾏｳﾝﾄﾞ部（岩盤部）

の除去
11

合計 11

49.2K
▼マウンド部（岩盤部）の除去

マウンド部（岩盤部）
の除去

49.2K

モニタリング



ネック部の検討（１）

・左岸側は、治水地形分類と地質
　調査によると49K付近のN値30以
　上の台地
・右岸側のボーリング調査結果から
　最深河床とほぼ同じ高さにおいて
　N値50以上の層が確認。

49K
48K47K

50K 51K

ﾎ ﾞー ﾘﾝｸ 調゙査結果
によると最深河床
付近に岩盤がある

杭口標高：TP+79.3

N値＞50：TP+69.2
（最深河床：TP+70.0）

N値が30以上である洪積層の
礫質土層となっている。

この付近の河床は、
岩盤部と考えられる。

49K付近の河床は、岩盤であると考
えられる。
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評価水位
平均河床高
最深河床高
S34.9水位(現況河道)

ネック部の検討（２）
　最深河床からネック部を抽出すると以下の図に示すとおり、48.8～49.4K付近の河床が高く
なっており、かつ、岩が露出しており、堰上げと同様な水位上昇が見られていることから、当
該個所がネックとなっていると考えられる。

　橋本川
　橋本橋

　南海高野橋梁

　河積断面不足区間

ﾏｳﾝﾄ 部゙（岩盤部）
の除去

※土砂が自然流下しない期間は、評価水位を上回る。※土砂が自然流下しない期間は、評価水位を上回る。
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橋本市域の掘削について
■メリット
　　・目標流量に対する流下断面が確保できる
■デメリット
　　・掘削が長区間となり河川環境に変化をもたらす
　　・掘削箇所によっては、掘削しても再び堆積する可能性がある
　　・高水敷を掘削する場合には、冠水頻度の増加により、高水敷利用者や管理者等への
　　　影響が生じる
　　・事業費が高い
◇課題
　　・大量の搬出土砂の処理が必要

【全掘削】

■メリット
　　・掘削範囲を将来手戻りのない岩盤部に限定することで掘削を最小限にとどめ、環境へ
　　　の負荷を軽減できる
　　・ネック部を除去することで上流の堆砂土砂の自然流下が促進される
■デメリット
　　・土砂が自然流下しない期間は、HWLを超える区間が発生
　　　　　　　　　　　　　　（目標流量に対する流下断面が確保できない）
◇課題
　　・詳細な掘削に向けた調査（河床材料・掘削方法）を実施し、掘削範囲を限定する必要
　　　がある
　　・土砂流下に対するモニタリングが必要

【マウンド部（岩盤部）の除去】









↑河口干潟（左岸6ｋ付近：和歌山市）　　　　　　　

紀の川大堰



甲幅10～15mm。河川
汽水域の潮間帯の石
の下に生息する。大
阪から台湾に生息す
るが、まとまった個
体群としては、紀の
川が北限となる。

内湾の河口で高潮線付
近で、いくらか泥の混
じった砂地に、浅い孔
を作って生息する。甲
長:11.8mm、甲
幅:17.5mm。

日本全土に分布。生育
地は湿地。各地の沼地、
川岸等に普通に生える
大形の多年草。高さ2
～3mとなる。

東京以西の太平洋側に
分布。一生の大部分を
汽水域で過ごす。生活
タイプは、定住型、底
生型、単独型である。
採餌は、甲殻類環形動
物・陸生昆虫・落下昆
虫等である。体長は
10cm程度。

青森湾～九州沿岸・沖
縄諸島に分布。海岸に
近い河口の泥底に生息
し、干潮・満潮時刻に
眼柄を水面に立てて摂
食し、干潮時間の活動
は鈍くなる。　　　　
甲長:25mm程度、　　
甲幅:35mm程度

北海道内浦湾～九州・
沖縄八重山列島沿岸に
分布。内湾の干潟、河
口の砂底に群生し、干
潮時に摂食の活動が見
られる。甲長:8mm程度、
甲幅:9mm程度

岩手県～九州・奄美大
島に分布。内湾性の潮
間帯の砂泥・砂礫泥底
に生息。甲長:20mm程
度、甲幅:20mm程度

北海道から鹿児島県に
分布。川の河口の砂地
や砂の多い干潟にすん
でいます。食べる物や
産卵生態はよくわかっ
ていません。きれいな
砂地でないとすむこと
ができないため、すみ
場所が少なくなってき
ています。



＜砂泥干潟・礫干潟を主な生息地としている生物＞＜砂泥干潟・礫干潟を主な生息地としている生物＞
●ﾁｸｾﾞﾝﾊｾﾞ（魚類）●ﾊｸｾﾝｼｵﾝﾏﾈｷ、ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ、ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ、●ﾁｸｾﾞﾝﾊｾﾞ（魚類）●ﾊｸｾﾝｼｵﾝﾏﾈｷ、ﾄﾘｳﾐｱｶｲｿﾓﾄﾞｷ、ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ、
ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ（ｶﾆ類）●ﾀｲﾜﾝﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ（ｶﾆ類）ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ（ｶﾆ類）●ﾀｲﾜﾝﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ（ｶﾆ類）
＜泥干潟＜泥干潟を主な生息地としている生物を主な生息地としている生物＞＞
●ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ（ｶﾆ類）●ﾄﾋﾞﾊｾﾞ（魚類）●ﾖｼ（植物）●ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ（ｶﾆ類）●ﾄﾋﾞﾊｾﾞ（魚類）●ﾖｼ（植物）

モニタリング調査モニタリング調査
　　
監視する項目監視する項目　●干潟の地盤高、底質の状況　●干潟の地盤高、底質の状況

●干潟生物の生息状況●干潟生物の生息状況
　　　　　　　●ﾖｼ群落の分布状況　　　　　　　●ﾖｼ群落の分布状況
モニタリングの視点モニタリングの視点　　
　　●汽水域の干潟の地形、底質が変化していないか　　●汽水域の干潟の地形、底質が変化していないか
　　●ﾖｼ群落が衰退していないか　　●ﾖｼ群落が衰退していないか

●底生生物（特に干潟生物）の種組成及び生息状況が変化していないか●底生生物（特に干潟生物）の種組成及び生息状況が変化していないか










